


災害に強いまちを作るために

目次

自助・共助・公助について

自助・共助・公助

公助
市や県、国、防災関係機関
が住民等を守る

共助
自分たちのまちは
自分たちで守る

自助
自分の身は
自分で守る

自助・共助・公助の
連帯

　防災・減災のキーワードとして、「自助」「共助」「公助」という言葉がよく使われます。自助とは「自分の身は自分で
守る」こと、共助とは「家族・近所でお互いに助け合い地域を守る」ことを指します。また公助とは「公的機関からの
救済や支援」を指しています。災害の発生を完全に予見し防ぐことはできませんが、自助、共助、公助が連携し、効果
的に機能することで、被害を減らすことが可能となります。

　災害によって孤立した場合に、被害の軽減につながる最も重要な行動は「共助」であるといわれています。そのた
めにも、普段から住民同士の顔の見える関係づくりが何よりも大切です。
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田辺市洪水ハザードマップについて

田辺市洪水ハザードマップ

田辺市洪水ハザードマップは、洪水による河川氾濫時における被害を最小限度に食い止めることを目的とし、
予想される浸水の程度や避難施設等の各種情報をマップに表示して、緊急時の避難に役立てるものです。

芳養川・大塔川浸水実績図

この実績図は過去の豪雨により、河川が増水・氾濫した時の浸水範囲を、聞き取り調査や過去の浸水写真をもと
に浸水位を算出し、周囲の地形や地盤高を考慮して求めたものです。
なお、この図に示した浸水範囲以外にも浸水している場合もありますので、ご留意ください。

左会津川流域浸水想定区域図

この浸水想定区域図は、左会津川水系左会津川の水位周知区間について、水防法の規定により想定最大規模降
雨による浸水想定区域、浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。指定時点の左会津川等の河道整備状
況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により左会津川等が氾濫した場合の浸水状況をシミュレーションに
より予測したものです。
このシミュレーションにあたっては、支川の決壊による氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規

模の降雨による氾濫、高潮及び内水（河川に排水されずに氾濫した水）による氾濫を考慮していませんので、この浸
水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる
場合があります。

熊野川流域浸水想定区域図

この浸水想定区域図は、新宮川水系熊野川の洪水予報区間について、水防法の規定により指定された浸水想定
区域と、当該区域が浸水した場合に想定される水深その他を示したものです。指定時点の熊野川の河道の整備状況
を勘案して洪水防御に関する計画の基本となる降雨により、熊野川が氾濫した場合に想定される浸水状況をシ
ミュレーションにより求めたものです。
なお、設定した雨量に満たない降雨でも、降り方により同規模以上の浸水が発生したり、設定雨量を超える降雨

があった場合は、浸水区域、浸水深が大きくなるなど、異なる場合があります。
このシミュレーションにあたっては、支川及び派川の氾濫、高潮及び内水（河川に排水されずに氾濫した水）に

よる氾濫を考慮していません。また、微地形による影響が表せていない場合があり、着色していない区域において
も浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。
なお、三重県側の浸水想定区域は考慮しておりません。
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縮尺　1：15,000

0 300m150図面 [左会津川 (想定最大 (区域 ))]

高津山

重善山

みなべ町

上秋津

中芳養

小野坂峠

動鳴気渓

芳養ランプ

上秋津

中芳養

35

29

35

35

29

208

199

199

199

208

208

梅の郷トンネル

阪
和
自
動
車
道

上秋津局

豊秋津神社

綿津見神社

磐上神社

秋葉神社

祇園神社

教證寺

瑞光寺

岩屋山観音寺

泉養寺

本願寺

中芳養小学校★★★

大坊小学校★★★

中芳養中学校★★★

芳養児童センター★★★

宝満寺★★★

上秋津農村環境改善センター★★

上秋津小学校★★★

はやざと保育所★★★

P7

宝満寺 秋津町630 43

上秋津農村環境改善センター 上秋津2083-1 143

上秋津小学校 上秋津2196-1 210

中芳養小学校 中芳養1815 226

中芳養中学校 中芳養273-2 333

大坊小学校 芳養町3944 35

芳養児童センター 芳養町1725-28 77

はやざと保育所 芳養町1774-9 79

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

指定緊急避難場所

浸水想定区域図の説明
（１）この図は、和歌山県が管理する左会津川、
 右会津川、稲成川、荒光川、左向谷川、久保田
 川が洪水によって氾濫した場合に予想され
 る浸水範囲（以下、浸水想定区域）や浸水の
 深さなどを表示したものです。

（２）この浸水想定区域等は、指定時点の左会
 津川等の河道の整備状況を勘案して、想定
 最大規模降雨に伴う洪水により左会津川
 等が氾濫した場合の浸水の状況をシミュ
 レーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあた
 っては、想定を超える降雨による氾濫、対象
 河川以外の氾濫、高潮及び内水による氾濫
 （小河川や水路の氾濫）等は考慮していま
 せんので、浸水想定区域が示されていない
 区域においても浸水が発生する場合や、
 想定される水深が実際の浸水深と異なる場
 合があります。

浸水想定区域図
凡　例

5.0～10.0m 未満の区域

3.0～5.0m 未満の区域

0.5～3.0m 未満の区域

0.5m 未満の区域

3.0m

0.5m

5.0m

○○小学校

避難先の名称
↓

安全レベル

★★★
↓

種別
↓

指定避難所 災害により帰宅できなくなった方が一定期間
滞在が可能な施設
洪水等の災害が発生し又は発生のおそれの
ある場合に、緊急かつ一時的に避難する場所

避難先の
安全レベル

浸水が発生した場合でも十分に安全な避難先

浸水が発生した場合でも一定の安全を確保
することが可能である避難先

★★★

★★

指定緊急
避難場所
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縮尺　1：15,000

0 300m150図面 [左会津川 (想定最大 (区域 ))]

浄土山

高尾山

上野

上三栖

長野

捩木峠

29

205

209

209

216

216

218

216

209

218

218

205

218

218

216

長野簡易局

珠簾神社

中宮神社

川上神社

若宮神社

龍光院白浜別院

不動寺

光福寺

上秋津中学校★★★

長野小学校★★★

旧長野中学校★★★

東原多目的集会所★★★

上秋津幼稚園★★★

浸水想定区域図の説明
（１）この図は、和歌山県が管理する左会津川、
 右会津川、稲成川、荒光川、左向谷川、久保田
 川が洪水によって氾濫した場合に予想され
 る浸水範囲（以下、浸水想定区域）や浸水の
 深さなどを表示したものです。

（２）この浸水想定区域等は、指定時点の左会
 津川等の河道の整備状況を勘案して、想定
 最大規模降雨に伴う洪水により左会津川
 等が氾濫した場合の浸水の状況をシミュ
 レーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあた
 っては、想定を超える降雨による氾濫、対象
 河川以外の氾濫、高潮及び内水による氾濫
 （小河川や水路の氾濫）等は考慮していま
 せんので、浸水想定区域が示されていない
 区域においても浸水が発生する場合や、
 想定される水深が実際の浸水深と異なる場
 合があります。

浸水想定区域図
凡　例

5.0～10.0m 未満の区域

3.0～5.0m 未満の区域

0.5～3.0m 未満の区域

0.5m 未満の区域

3.0m

0.5m

5.0m

P9

上秋津中学校 上秋津2263-2 484

上秋津幼稚園 上秋津4524-4 87

長野小学校 長野641 252

東原多目的集会所 長野1146-2 50

旧長野中学校 長野1401 389

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

指定緊急避難場所
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縮尺　1：15,000

0 300m150図面 [左会津川 (想定最大 (区域 ))]

田辺湾

左会津川

紀伊新庄駅

紀伊田辺駅

芳養駅

大鼻 仏岩の鼻

扇ケ浜

洲崎

城山崎

秋津町

朝日ヶ丘

稲成町

今福町

扇ヶ浜

片町

上万呂

北新町

紺屋町

栄町

下万呂

下屋敷町

新庄町

新万

新屋敷町

中万呂

中屋敷町

芳養町

福路町
本町

神子浜

湊

南新町

元町

あけぼの

南新万

むつみ

宝来町

東山

学園

文里

磯間

末広町

目良

江川

古尾

上屋敷

天神崎

上の山

明洋

芳養松原

高雄

東陽

１丁目

２丁目

１丁目

２丁目

１丁目

２丁目

１丁目

２丁目
３丁目

１丁目

２丁目

１丁目

２丁目

３丁目

１丁目

２丁目

１丁目
２丁目

３丁目

南紀田辺

礫坂

稲成町

稲成ランプ

田鶴口北

紀南文化会館前

湊

目良

明洋

田辺警察署前

湊塔之内

稲成橋 秋津町

小泉北

下万呂

天王池

芳養保育所前

芳養駅前

田辺インタ－入口

芳養松原

新庄小学校入口

田辺工高前

橋谷

上屋敷町
新屋敷町

南新町

アオイ

東部小学校南

東部大橋西詰

紀南病院東

本町

会津南

会津

銀座

朝日ヶ丘

龍神橋詰

42

42

42

42

42

42

424

31

29

35

35

206

211

216

199

208
207

207

田辺西バイパス

南紀田辺トンネル
稲成トンネル

紀勢自動車道

紀勢自動車道

紀勢本線

文里港

田辺漁港

芳養漁港

田辺署

田辺新庄局

田辺局

田辺湊局

田辺目良局 田辺駅前局
田辺朝日ヶ丘局

田辺万呂簡易局

田辺芳養局

田辺稲成簡易局

田辺秋津簡易局

田辺海上保安部

田辺簡易裁判所

田辺区検察庁

田辺税務署

田辺運転免許センタ－

田辺年金事務所
紀南河川国道事務所

田辺市役所

神島高

大潟神社

浦安神社 日吉神社

神樂神社

河内神社

元嶋神社

浦守神社

錦水神社

大黒神社

八坂神社

闘鶏神社

藤巖神社

若宮神社

八立稲神社

戎神社 蟻通神社

須佐神社

住吉神社

浦安神社

芳養大神社 住吉神社

伊作田稲荷神社

超願寺

覚照寺

妙経寺

光明寺

法輪寺

能満寺

千京山寺 地蔵寺
龍泉寺

西方寺

願成寺

浄行寺

勝徳寺

寶乗院

三敬院

田辺念法寺
三光寺

善徳寺

荒光不動寺

田辺東部小学校★★★

明洋中学校★★★

西部センター★★★

もとまち保育所★★★
元町長寿館★★★

田辺第三小学校★★★
市民総合センター★★

稲成小学校★★★

芳養小学校★★★
芳養公民館★★★ 稲成保育所★★

秋津多目的研修センター★★

宝満寺★★★

田辺スポーツパーク体育館★★★

田辺第一小学校★★

紀南文化会館★★★
田辺市教育研究所★★★

社会福祉センター★★★

田辺第二小学校★★★田辺市文化交流センター
（たなべる）★★★

田辺高等学校★★★

新庄中学校★★★
新庄小学校★★★

新庄公民館★★★

南紀高等学校★★★

東陽中学校★★★

ひがしコミュニティセンター★★★

田辺工業高等学校★★★

高雄中学校★★

万呂コミュニティセンター★★

会津小学校★★

高山寺★★★

西牟婁総合庁舎★★★

田辺東部小学校 南新万28-1 738
西牟婁総合庁舎 朝日ヶ丘23-1 87
ひがしコミュニティセンター 南新万28-1 133
田辺工業高等学校 あけぼの51-1 365
明洋中学校 目良4-1 715
西部センター 天神崎11-19 77
もとまち保育所 天神崎3-28 195
田辺第三小学校 上の山二丁目6-10 463
元町長寿館 上の山二丁目13-31 19
田辺スポーツパーク体育館 上の山一丁目23-1-1 800
田辺第一小学校 上屋敷一丁目2-1 500
紀南文化会館 新屋敷町1 4,000
田辺市教育研究所 中屋敷町24-1 83
社会福祉センター 中屋敷町24-49 39
高雄中学校 高雄三丁目20-1 950
市民総合センター 高雄一丁目23-1 176

指定避難施設名

指定緊急避難場所
所　在　地 収容人員

田辺第二小学校 東陽21-1 282
田辺高等学校 学園1-71 862
南紀高等学校 学園1-88 279
東陽中学校 神子浜一丁目4-66 438
田辺市文化交流センター（たなべる） 東陽31-1 64
稲成小学校 稲成町780 521
稲成保育所 稲成町701-22 105
秋津多目的研修センター 秋津町227-30 38
高山寺 稲成町392 96
万呂コミュニティセンター 中万呂46-3 113
会津小学校 下万呂59-1 555
芳養小学校 芳養松原二丁目18-36 274
芳養公民館 芳養松原一丁目15-8 101
新庄中学校 新庄町2266-2 609
新庄小学校 新庄町2300 198
新庄公民館 新庄町2031-3 65

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

浸水想定区域図の説明
（１）この図は、和歌山県が管理する左会津川、
 右会津川、稲成川、荒光川、左向谷川、久保田
 川が洪水によって氾濫した場合に予想され
 る浸水範囲（以下、浸水想定区域）や浸水の
 深さなどを表示したものです。

（２）この浸水想定区域等は、指定時点の左会
 津川等の河道の整備状況を勘案して、想定
 最大規模降雨に伴う洪水により左会津川
 等が氾濫した場合の浸水の状況をシミュ
 レーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあた
 っては、想定を超える降雨による氾濫、対象
 河川以外の氾濫、高潮及び内水による氾濫
 （小河川や水路の氾濫）等は考慮していま
 せんので、浸水想定区域が示されていない
 区域においても浸水が発生する場合や、
 想定される水深が実際の浸水深と異なる場
 合があります。

浸水想定区域図
凡　例

5.0～10.0m 未満の区域

3.0～5.0m 未満の区域

0.5～3.0m 未満の区域

0.5m 未満の区域

3.0m

0.5m

5.0m

1110



縮尺　1：15,000

0 300m150図面 [左会津川 (想定最大 (区域 ))]

富田川

左会津川

高畑山

衣笠山

上富田町

上富田町
上富田町

上富田町

下三栖

中三栖

城山台

岡

根皆田橋西

根皆田 市ノ瀬橋北詰

上万呂

城山台

下三栖 隧道橋東詰

311

311

35

35

216

216

205

205

新
岡
坂
ト
ン
ネ
ル

上万呂トンネル

紀勢自動車道

紀勢本線

市ノ瀬簡易局

三栖局

岡小

春日神社

八上神社

中ノ宮神社

岡川八幡神社

救馬溪観音

一乗寺

普大寺

五郎地藏寺

報恩寺

尋聲寺

衣笠中学校★★

三栖小学校★★★

紀洋団地集会所★★★

三栖コミュニティセンター★★

城山台集会所★★★

浸水想定区域図の説明
（１）この図は、和歌山県が管理する左会津川、
 右会津川、稲成川、荒光川、左向谷川、久保田
 川が洪水によって氾濫した場合に予想され
 る浸水範囲（以下、浸水想定区域）や浸水の
 深さなどを表示したものです。

（２）この浸水想定区域等は、指定時点の左会
 津川等の河道の整備状況を勘案して、想定
 最大規模降雨に伴う洪水により左会津川
 等が氾濫した場合の浸水の状況をシミュ
 レーションにより予測したものです。 

（３）なお、このシミュレーションの実施にあた
 っては、想定を超える降雨による氾濫、対象
 河川以外の氾濫、高潮及び内水による氾濫
 （小河川や水路の氾濫）等は考慮していま
 せんので、浸水想定区域が示されていない
 区域においても浸水が発生する場合や、
 想定される水深が実際の浸水深と異なる場
 合があります。

浸水想定区域図
凡　例

5.0～10.0m 未満の区域

3.0～5.0m 未満の区域

0.5～3.0m 未満の区域

0.5m 未満の区域

3.0m

0.5m

5.0m

紀洋団地集会所 中万呂782-9 22

衣笠中学校 中三栖147-1 661

三栖小学校 中三栖2095 637

三栖コミュニティセンター 中三栖805 79

城山台集会所 城山台12-11 22

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

指定緊急避難場所
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縮尺　1：9,000

0 200m100図面 [芳養川 (浸水実績図 )]
小
畔
川

中芳養

西野

田尻

貝田

平野

甚五郎

石原

田辺市

中芳養小学校★★★

田尻橋

古井橋

堂前橋

泉養寺橋

土堂橋

平野橋

豊原橋

古川橋

高瀬橋

県道上富田南部線

調査：平成 30年実施

（１）この図は、過去（平成30年以前）の豪雨により、芳養川が増水・ 氾濫
 したときの浸水範囲を示したものです。
（２）この浸水範囲は、聞き取り調査や過去の浸水写真をもとに浸水位を算出し、
 周辺の地形や地盤高を考慮して求めたものです。
（３）なお、この図に示した浸水範囲以外にも浸水している場合もあります。

凡　例
浸水実績　平成30年以前

中芳養小学校 中芳養1815 226

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

指定緊急避難場所
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縮尺　1：9,000

0 200m100図面 [芳養川 (浸水実績図 )]

田川

芳養川

井原川

芳
養
川

芳養町

境
芋

林

田辺市

中芳養中学校★★★

芳養児童センター★★★

芳養公民館★★★ 芳養小学校★★★

はやざと保育所★★★

松井橋

新松井橋

保原橋

出合橋

境橋

寄巻橋

田川橋

学校橋

はやざと大橋

県
道
芳
養
清
川
線

ＪＲ紀勢本線

42

調査：平成 30年実施

（１）この図は、過去（平成30年以前）の豪雨により、芳養川が増水・ 氾濫
 したときの浸水範囲を示したものです。
（２）この浸水範囲は、聞き取り調査や過去の浸水写真をもとに浸水位を算出し、
 周辺の地形や地盤高を考慮して求めたものです。
（３）なお、この図に示した浸水範囲以外にも浸水している場合もあります。

凡　例
浸水実績　平成30年以前

指定避難施設名 所　在　地 収容人員

指定緊急避難場所

中芳養中学校 中芳養273-2 333

はやざと保育所 芳養町1774-9 79

芳養児童センター 芳養町1725-28 77

芳養小学校 芳養松原二丁目18-36 274

芳養公民館 芳養松原一丁目15-8 101
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風水害から身を守るには（日頃の備え）

大雨の際の危険箇所

台風や豪雨は、正確な気象情報を収集し、早くから災害に備え安全対策をすることで、被害を最小限
にとどめることができます。台風や豪雨が迫ってからの対策は危険です。日頃から周囲を点検し、自分
で改善できないことは専門業者に相談するなどして、浸水や強風に備えておきましょう。

雨の強さと降り方、災害発生の目安

　鉄道の下など路面が
低くなっているところは、
水がたまるおそれがある
ので、車で入らないよう
にしましょう。浸水・冠水
の危険を感じたら、速やか
に車を高台に移動させま
しょう。

◇アンダーパス

　急に空が暗くなり、雷が聞こえ始めたら、急激に増水
するおそれがあるので、川に近づかないようにしましょう。

◇川

洪水発生時における避難の心得

正確な情報収集と早めの避難
台風の接近や大雨の予報などがある場合は、テレビ、
ラジオなどの最新の気象情報に注意しましょう。
また、夜間や降雨時の避難が困難であったり、危険が
伴う場合があるので、早めの避難を心掛けましょう。

非常持出品を忘れずに
台風の接近時など、災害の発生が予想される場合は、
非常持出品に加えて、自分や家族に必要な生活用品や
食料を用意して避難するようにしましょう。

避難時は戸締りや火の始末
避難時には火元を点検し、電気のブレーカーを切り、
戸締りをするようにしましょう。

可能な範囲で協力、集団での避難
単独での避難は事故にあったときに非常に危険です。
複数人で避難するようにしましょう。
また、隣近所で声を掛け合い、高齢者や身体の不自由な
方、子どもなどの避難に可能な範囲で協力しましょう。

危険な場所は避けて避難
ガード下やがけ地、堤防などを通るのは危険です。
近所であっても避けましょう。橋については十分安全
を確認してから渡りましょう。

足元を確認しながら避難
冠水した道路は足元が見えないため危険です。
道路の端を通らないようにし、傘や長い棒などで足元
を確認しながら進みましょう。

万一避難が遅れたら…（垂直避難）
道路が冠水している場合や夜間などで外に出ることがかえって危険な場合は、自宅や近くの頑丈な建物の２階
以上や山側から離れた部屋など、より安全な場所へ緊急的な避難をしましょう。
また、こうした危険な状況になる前に、早めの避難を心掛けましょう。
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※携帯電話の会社や機種によって、利用方法が若干異なります。

登録方法

災害用伝言板

確認方法

避難所を確認しておきましょう！

病院など必要な連絡先を記入しましょう

第1避難所 第2避難所 第1集合場所 第2集合場所
家族の避難所

家族の名前

名称 所在地 電話番号

生年月日 血液型 会社・学校等の電話番号 携帯番号

家族の集合場所

我が家の防災メモ（避難所を確認しておきましょう！）

災害用伝言ダイヤルは、地震などの大規模な災害の発生により、被災地への通信が増加し、つながりにくい状況に
なった場合に、NTTにより提供が開始される声の伝言板です。

災害用伝言ダイヤルの利用方法

緊急ダイヤル
消防・救急 119
警察 110
田辺市役所 0739-22-5300(代)
田辺市消防本部 0739-22-0119(代)
田辺警察署 0739-23-0110(代)

携帯電話災害伝言板の使い方

被災地の人は自宅電話番号を
××××(××)××××

被災地の人は自宅電話番号を
××××(××)××××

をダイヤルする。

NTTの災害用伝言ダイヤルのかけ方

録音するときは、　　をダイヤル

再生するときは、　　をダイヤル

録音する

再生する

1

2

1 7 1

被災地の方のみ情報
の登録ができます。

ご利用可能地域
ご利用方法

災害時に各携帯サイ
トに設置される「災害
用伝言板」から「登録」
を選択

登録

削除
確認

伝言板登録
▼ 状態
□ 無事です。
□ 被害があります。
□ 自宅に居ます。
□ 避難所に居ます。
▼ コメント
　（～１００文字）

明日戻ります。
携帯電話番号

安否状況を入力し、
登録

登録

伝言を登録しました。
事前に登録したﾒｰﾙｱﾄﾞ
ﾚｽを送信しますか？

※登録通知ﾒｰﾙ送信
の際、登録されたお
客様自身の携帯電話
番号が伝言板確認で
表示されます。

あらかじめ設定した
アドレスあてに送信

送信

災害用伝言板
被災地の方のみ情報
の登録ができます。

ご利用可能地域
ご利用方法

「災害用伝言板」から、
「確認」を選択

登録

削除
確認

伝言板確認
安否を確認したい人
の携帯電話番号（ ○
○ ○ 契約者）を入力
して検索ボタンを押
して下さい。

伝言板確認
2007.1.17 23:43
無事です。
明日戻ります。

次へ
伝言一覧へ
トップ画面へ

０９０×××××××××

安否情報を確認した
い方の電話番号を入
力し、検索

検索

最新の安否情報を選
択し、確認

この地図は、田辺市長の承認を得て、同市所管の測量成果田辺市白図（1/2,500)を使用して調整したものです。（承認番号 平成30年9月25日 田都 第281号の2）
「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の50万分1地方図、2万5千分1地形図、数値地図50ｍメッシュ（標高）及び電子地形図25000を使用した。（承認番号 平30情使、第584号）」

発　行 : 令和 2年2月
担当課 : 田辺市建設部管理課
連絡先 : 0739-26-9966（直通）
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